
設
立
集
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
変
え
よ
う
江
東
区

産
み
出
そ

う
、
新
し
い
区
長
を
！
」
。

榎
本
区
議
（
当
時
）
に
よ
る
汚

職
事
件
、
区
議
会
本
会
議
で
の
星

野
議
員
に
よ
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
」
へ
の
攻
撃
、
江
東
区
長

が
前
言
を
翻
し
て
国
葬
当
日
に
半

旗
を
掲
揚
し
た
問
題
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
区
独
自
の
施
策
が
不
十
分
で
、

暮
ら
し
と
福
祉
、
子
育
て
と
教
育

の
劣
化
も
進
ん
で
い
る
こ
と
、
防

災
対
策
や
ま
ち
づ
く
り
で
も
問
題

が
あ
り
、
「
江
東
区
政
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
？
」
と
い
う
声
が
聞
こ

え
て
い
ま
す
。
現
状
分
析
を
も
と

に
準
備
を
進
め
て
き
た
「
誕
生
さ

せ
る
会
」
代
表
の
宇
都
宮
健
児
弁

護
士
が
、
候
補
者
選
考
委
員
会
か

ら
本
人
に
要
請
し
快
諾
さ
れ
た
経

過
を
報
告
。
続
い
て
芦
澤
礼
子
氏

が
登
壇
し
て
自
己
紹
介
。

「
区
内
で
介
護
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
介
護
の
仕
事
を
通
じ
て
、

こ
れ
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
見
え
て
き
ま
し
た
」
「
区
政

は
区
民
の
た
め
に
あ
る
べ
き
。
今

の
私
は
原
石
で
す
が
、
磨
い
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
決
意
を
表
明
し

ま
し
た
。

今
後
、
個
人
や
諸
団
体
と
の
懇

談
会
を
積
み
重
ね
て
「
み
ん
な
の

要
望
で
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
を
充
実
さ

せ
ま
し
ょ
う
」
と
、
市
民
ぐ
る
み

の
運
動
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

【
芦
澤
礼
子
氏
略
歴
】

１
９
６
３
年
生
ま
れ
。
都
立
大

学
人
文
学
部
卒
、
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト

の
ス
タ
ッ
フ
に
従
事
。
中
国
四
川

省
で
日
本
語
教
師
。
帰
国
後
、
沖

縄
の
米
軍
人
・
軍
属
に
よ
る
事
件

被
害
者
支
援
に
取
り
組
む
。
社
民

党
衆
議
院
議
員
秘
書
を
経
て
、
２

０
１
７
年
10
月
「
市
民
と
政
治
を

つ
な
ぐ
江
東
市
民
連
合
」
、
19
年

２
月
「
江
東
区
政
を
考
え
る
会
」

の
立
ち
上
げ
に
参
加
。
現
在
、
訪

問
介
護
員
。
江
東
区
在
住
。

「
さ
ら
に
お
お
き
く
、
未
来
へ

つ
な
ご
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
た
「
つ
ど
い
」
で
は
、
「
住
民

思
い
の
杉
並
区
長
を
作
る
会
」
か

ら
区
長
に
当
選
し
た
ば
か
り
の
岸

本
聡
子
氏
が
特
別
講
演
。

岸
本
氏
は
、
初
め
て
の
区
議
会

で
古
い
価
値
観
の
ま
ま
の
議
員
相

手
の
質
疑
の
紹
介
や
、
区
長
と
な

る
と
、
例
え
ば
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題

の
デ
モ
な
ど
へ
の
参
加
が
問
題
視

さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
具
体
的
な
事

例
を
交
え
な
が
ら
、
ス
タ
ー
ト
し

た
奮
闘
ぶ
り
を
語
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
江
東
区
で
も
区

民
思
い
の
区
長
を
誕
生
さ
せ
た
い
」

と
い
う
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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木
枯
ら
し
の
季
節
が
め

ぐ
っ
て
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
は
一
向
に
終
息

す
る
気
配
が
あ
り
ま
せ

ん
▼
岸
田
政
権
は
完
全

に
行
き
詰
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
対
策
で
は
、
財
務
省
が
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
国
庫
負
担
や
医
療
機

関
へ
の
補
助
な
ど
の
廃
止
ま
で
言

い
出
し
ま
し
た
。
全
国
の
感
染
者

が
連
日
10
万
人
を
超
え
て
も
、
個

人
や
地
方
自
治
体
に
対
策
は
丸
投

げ
で
す
▼
統
一
協
会
汚
染
は
地
方

政
界
に
も
ひ
ろ
が
り
、
物
価
高
に

対
応
す
る
政
治
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
に
、
山
際
大
臣
の
辞
任
、

「
死
刑
に
ハ
ン
コ
」
の
法
相
更
迭

と
「
閣
僚
の
辞
任
ド
ミ
ノ
（
将
棋

倒
し
）
」
。
「
政
治
と
カ
ネ
」
疑

惑
で
総
務
相
や
復
興
相
が
追
及
さ

れ
て
い
る
始
末
で
す
▼
39
兆
円
の

総
合
経
済
対
策
の
使
途
に
は
、
辺

野
古
米
軍
基
地
建
設
関
連
事
業
や

ミ
サ
イ
ル
整
備
が
含
ま
れ
、
そ
の

財
源
は
増
税
か
赤
字
国
債
。
地
球

危
機
に
備
え
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
で
は
、

化
石
燃
料
開
発
に
１
兆
６
千
億
円

も
投
資
し
て
世
界
に
逆
行
し
、
３

回
目
の
化
石
賞
で
す
▼
日
本
共
産

党
は
、
大
軍
拡
・
増
税
の
対
案

「
優
し
く
強
い
経
済
へ
」
と
緊
急

提
案
を
発
表
。
法
人
税
・
所
得
税

制
改
革
や
富
裕
税
創
設
、
軍
事
費

削
減
な
ど
で
27
兆
円
の
財
源
を
つ

く
り
、
賃
上
げ
・
消
費
税
５
％
減

税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
、
食
料
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
を
め
ざ

し
ま
す
。
江
東
区
で
は
、
１
７
１

２
億
円
の
基
金
の
一
部
で
「
学
校

給
食
無
償
化
」
な
ど
三
つ
の
無
料

化
、
一
つ
の
助
成
を
公
約
に
掲
げ

ま
す
。

江
東
区
議
会
は
、
11
月
24
日

か
ら
12
月
15
日
ま
で
を
会
期
に
、

第
４
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
す
。

24
日
の
本
会
議
で
は
、
赤
羽

目
た
み
お
区
議
が
共
産
党
区
議

団
を
代
表
し
て
質
問
を
行
い
、

①
国
民
健
康
保
険
制
度
②
介
護

保
険
制
度
③
マ
ン
シ
ョ
ン
対
策

に
つ
い
て
、
山
﨑
区
長
の
政
治

姿
勢
を
質
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
制
度
で
は
、

区
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
高
す

ぎ
て
払
え
な
い
」
と
の
声
を
伝

え
、
来
年
度
保
険
料
の
引
き
下

げ
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
政
府

が
進
め
る
保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
一
体
化
問
題
を

と
り
あ
げ
、
反
対
の
声
が
広
が
っ

て
い
る
保
険
証
廃
止
の
撤
回
を

国
に
求
め
よ
と
迫
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
で
は
、
厚
労

省
が
、
改
定
に
向
け
検
討
し
て

い
る
、
利
用
料
の
２
割
・
３
割

負
担
の
対
象
拡
大
や
要
介
護
１
・

２
の
通
所
介
護
等
の
保
険
外
し
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
な
ど
大

改
悪
は
検
討
中
止
を
国
に
求
め

る
べ
き
と
質
問
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
介
護
人
材
確
保
策
の
拡
充
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
、

介
護
負
担
の
軽
減
を
求
め
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
対
策
で
は
、
区

が
今
年
３
月
に
公
表
し
た
「
マ

ン
シ
ョ
ン
実
態
調
査
」
で
明
ら

か
に
な
っ
た
課
題
、
築
40
年
以

上
経
過
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大

規
模
修
繕
な
ど
維
持
管
理
、
安

全
・
快
適
な
住
ま
い
、
遅
々
と

し
て
進
ま
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の

耐
震
改
修
問
題
な
ど
マ
ン
シ
ョ

ン
防
災
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
区

民
生
活
を
守
る
防
波
堤
と
し
て
、

積
極
的
に
区
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
切
実
な
声
を
届
け
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
区
政
実
現

に
論
戦
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。

（
11
月
20
日
記
）

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

区
政
の
実
現
に
全
力
！

来
年
４
月
の
江
東
区
長
選
ま
で
５
か
月
と
迫
っ
た
11
月
８
日
、

「
区
民
に
よ
り
そ
う
江
東
区
長
を
誕
生
さ
せ
る
会
」
の
設
立
集
会

が
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
政
治
団
体
の
設
立
届
、

「
会
」
の
規
約
、
役
員
の
紹
介
に
続
い
て
、
予
定
候
補
者
と
し
て

芦
澤
礼
子
氏
が
「
江
東
区
政
改
革

み
ん
な
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
江
東
区
政
を
考
え
る
会
、
江
東
市

民
連
合
を
中
心
に
80
人
を
超
え
、
立
憲
民
主
党
の
甚
野
ゆ
ず
る
、

共
産
党
の
大
つ
き
か
お
り
、
正
保
み
き
お
、
赤
羽
目
た
み
お
の
各

区
議
も
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

１
９
６
２
年
に
平
塚
ら
い
て
う
、
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
ら
の
呼

び
か
け
で
創
立
さ
れ
、
日
本
最
大
の
女
性
団
体
で
あ
る
新
日
本

婦
人
の
会
。
東
京
都
本
部
が
「
創
立
60
年
記
念
の
つ
ど
い
」
を
、

都
内
の
各
支
部
や
会
員
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
ズ
ー
ム
」
で

つ
な
い
で
11
月
５
日
に
開
催
。
江
東
支
部
も
江
東
区
文
化
セ
ン

タ
ー
の
和
室
に
パ
ソ
コ
ン
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
設
置
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

写
真
右
上
、
芦
澤
礼
子
氏
。
経

過
報
告
す
る
宇
都
宮
健
児
氏

視聴する参加者



講
師
の
赤
羽
目
新
児
事
務
局

長
は
、
国
税
庁
が
今
年
８
月
に

「
３
百
万
円
以
下
の
副
業
収
入
は

雑
所
得
に
」
と
い
う
所
得
税
基

本
通
達
改
正
案
を
出
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、「
こ
れ
ま
で
税

金
の
控
除
や
節
税
が
で
き
た

『
事
業
所
得
』
の
メ
リ
ッ
ト
が
使

え
な
く
な
り
、
実
質
増
税
に
な

る
」
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

「
雑
所
得
」
は
、
納
税
者
の
給

与
所
得
、
事
業
所
得
、
不
動
産

所
得
の
次
に
多
く
、
公
的
年
金

や
生
命
保
険
会
社
か
ら
の
個
人

年
金
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
問

題
に
な
る
の
が
雑
所
得
の
「
業

務
」
に
分
類
さ
れ
る
、
空
い
た

時
間
に
や
る
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ

収
入
、
主
収
入
以
外
の
原
稿
料
・

講
演
料
・
コ
ー
チ
を
し
た
際
の

謝
礼
な
ど
の
教
授
料
な
ど
。
こ

れ
ら
は
確
定
申
告
の
際
に
「
事

業
所
得
」
に
な
る
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

赤
羽
目
氏
は
「
国
税
庁
は
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
で
あ
っ
た
事
業
所

得
と
雑
所
得
に
境
界
を
引
く
こ

と
で
納
税
額
を
増
や
し
た
い
意

図
が
あ
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

続
け
て
「
意
見
公
募
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
通
常
の
パ

ブ
コ
メ
の
70
倍
の
７
千
件
以
上

が
集
ま
り
、
国
税
庁
は
改
正
案

を
変
更
し
た
」
こ
と
で
、「
帳
簿

を
つ
け
て
領
収
書
等
を
保
存
し

て
お
け
ば
事
業
所
得
と
し
て
認

め
ら
れ
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま

し
た
」
と
解
説
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
つ
い
て
も
声
を
上
げ
て
運
動

を
広
げ
れ
ば
中
止
に
追
い
込
め

る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

感
想
や
質
疑
で
は
「
今
は
駐

車
場
を
個
人
に
借
す
場
合
に
消

費
税
は
な
い
が
、
法
人
か
ら
イ

ン
ボ
イ
ス
の
領
収
書
が
欲
し
い

と
言
わ
れ
て
課
税
業
者
に
な
る

と
、
個
人
か
ら
も
消
費
税
を
と

る
こ
と
に
な
り
苦
情
が
出
る
。

他
の
駐
車
場
へ
移
っ
て
し
ま
う

か
も
」
な
ど
具
体
的
な
悩
み
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

亀
戸
駅
北
口
に
集
合
し
た
一

行
は
、
除
村
裕
日
中
友
好
協
会

東
京
都
連
・
文
化
委
員
会
副
委

員
長
の
案
内
で
バ
ス
で
移
動
。

約
２
５
０
人
が
虐
殺
さ
れ
た
大

島
６
丁
目
を
皮
き
り
に
、
大
島

８
丁
目
（
１
７
４
人
）
か
ら
江

戸
川
区
と
の
境
の
逆
井
橋
へ
。

そ
の
後
、
亀
戸
事
件
犠
牲
者
の

碑
が
あ
る
赤
門
浄
心
寺
で
、
献

花
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
）。

逆
井
橋
付
近
で
虐
殺
さ
れ
た

王
希
天
（
中
国
人
留
学
生
）
は
、

在
日
中
国
人
の
救
済
活
動
し
て

い
ま
し
た
が
、
亀
戸
警
察
に
逮

捕
さ
れ
、
そ
の
後
、
９
月
12
日

未
明
、
旧
中
川
の
逆
井
橋
付
近

で
陸
軍
の
野
戦
重
砲
兵
第
１
連

隊
が
斬
殺
、
死
体
は
遺
棄
さ
れ

ま
し
た
。

こ う と う 民 報 ２０２２年１１月号 №２１２ －２－

改
訂 抄

九州大宰府天満宮の神職、大鳥居信祐
だ ざ い ふ て ん ま ん ぐ う お お と り いのぶすけ

が1646(正保3)年に夢のお告げで、社前の

飛梅の木で菅原道真像をつくり、社地を
すがわらみちざね

求めて亀戸村の今より東の小さな祠に、
ほこら

1661(寛文元)年、神像を祭りました。そ
かんぶん

の２年後、現在の2644平米の土地に大宰

府天満宮にならい社殿、太鼓橋、心字池
し ん じいけ

などを造営しました。

正月初卯の日は、卯杖や卯槌を求めて
はつ う う づ え う づ ち

初卯詣でで賑わい、１月24・25日は初天
も う

神の日で鷽替の行事があり、受験生が集
う そかえ

まります。(注）雀より大きい「うそ」

の形に桧や柳に彫ったのを参道や境内の

店で求め、それを神社でだすものと取り

替える。古いうそに一年の罪やけがれを

託して捨て、今年の幸運をもたらす新し

いうそに替える。

礼祭は８月25日です。

亀戸天神は、東京の藤の名所、大震災

や空襲で梅は減るも、藤は植えつがれて

います。

境内には多くの石碑などが並んでいま

す。1781(天明元)年に塩原太助が奉納し

た石灯籠。万本店金蔵の大田南畝の銘が
お お た な ん ぽ

ある力石と三井親孝書の力石。鷽替の由
うそかえ

来を書いた碑。板垣退助、大隈重信らが

発起人で1907(明治40)年にたてた中江兆

民の碑。1868(明治元)年、両国高校付近

で初めてマッチを製造した清水誠の碑。

明治、大正時代に洋傘を製造した河野寅

吉の碑。初代と三代豊国（五渡亭）の肖

像を刻んだ碑。風化して読みにくい芭蕉、

嵐雪、蓼太の句碑。根府川石に梅の図の
らんせつ り ょ う た ね ぶ か わ い し

碑。毎年７月25日に筆塚祭がある田中帰
ふでづか

春、井村幾道、花仙堂、正木千佳の筆塚。

その他二代西鶴の歌碑や玉光の句碑等々
さ い か く ぎょくこう

があります。

亀戸天神には、江戸狩野派の祖で家康

や秀忠の信頼を受けて法印に叙せられた
ほうい ん

画家、狩野探幽が、1674(延宝2)年に73歳

で亡くなる前年に描いた菅原天神像の掛

軸があり、都の有形文化財の指定を受け

ています。

広
重
「亀
戸
天
神
境
内
」

江
東
民
商
青
年
部
は
11
月
14
日
、
副
業
収
入
が
実
質
増
税
に

な
る
国
税
庁
の
「
所
得
税
基
本
通
達
改
正
案
」
と
、
イ
ン
ボ
イ

ス
（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）
導
入
へ
の
対
応
な
ど
の
「
税

金
学
習
会
」
を
民
商
事
務
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
不
動
産
業
や

駐
車
場
経
営
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
副
業
を
し
て
い
る
人
、
年
商

が
低
く
イ
ン
ボ
イ
ス
へ
の
対
応
に
悩
む
人
な
ど
10
数
人
が
参
加

し
、
熱
心
な
質
疑
・
感
想
が
続
く
１
時
間
半
で
し
た
。

11
月
５
日
、
日
本
中
国
友
好
協
会
江
東
支
部
主
催
で
、
関

東
大
震
災
（
１
９
２
３
年
９
月
１
日
）
の
混
乱
に
乗
じ
て
虐

殺
さ
れ
た
朝
鮮
人
、
中
国
人
の
殺
害
現
場
の
ほ
と
ん
ど
が
大

島
に
あ
り
、
殉
難
者
の
追
悼
を
兼
ね
て
現
場
の
散
策
を
行
い

ま
し
た
。
今
回
の
追
悼
散
策
に
は
、
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

11
月
12
日
午
後
、
江
東
区

文
化
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室
で
、

年
金
者
組
合
江
東
支
部
主
催

の
「
う
た
う
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

マ
ス
ク
着
用
で
し
た
が
、

思
い
出
の
歌
、
懐
か
し
い
歌
、

元
気
が
で
る
歌
、
平
和
へ
の

歌
な
ど
、
約
30
人
の
参
加
者

か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
か
ら
、

約
20
曲
を
み
ん
な
で
楽
し
く

合
唱
し
ま
し
た
。

歌
の
リ
ー
ド
と
司
会
は
「
歌

声
喫
茶
・
と
も
し
び
」
の
山
岸

あ
か
ね
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
と
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
を
使
い
分
け
て
の
伴

奏
は
長
尾
勉
さ
ん
。
二
人
の
巧

み
な
リ
ー
ド
で
盛
り
上
が
り
、

２
時
間
が
ま
た
た
く
間
に
。

※
「
歌
声
喫
茶
・
と
も
し
び
」
は

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
２
０
２
０
年

に
新
宿
店
が
閉
店
。
昔
か
ら
の
常
連

客
た
ち
が
「
と
も
し
び
を
消
す
な
」

と
支
援
。
11
月
22
日
、
新
宿
区
高
田

馬
場
駅
近
く
に
オ
ー
プ
ン
。

☆

行
事
日
程

☆

○
12
月
２
日
（
金
）

◆
「
東
京
大
空
襲
を
忘
れ
な
い
」

第
一
部

コ
ー
ラ
ス
と
講
演

14
時
～

第
二
部

講
談
と
講
演

18
時
～

講
師
・
伊
藤
千
尋
氏
（
江
戸
資
料
館
）

〇
12
月
４
日
（
日
）

◆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

10
時
～
14
時

（
大
滝
と
お
る
森
下
事
務
所
）

電
話
fax

３
８
４
６
‐
０
５
３
６

◆
市
民
連
合
定
例
街
頭
宣
伝

（
詳
細
は
後
日
）

〇
12
月
9
日
（
金
）
17
時
30
分

◆
党
後
援
会
学
習
決
起
集
会

（
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
大
会
議
室

）

〇
12
月
10
日
（
土
）
18
時
30
分

◆
防
災
を
考
え
る
会

江
東
市
民
連
合

（
産
業
会
館
）

〇
12
月
15
日
（
木
）
10
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
年
金
支
給
日
宣
伝

（
大
島
駅
前
）

年
金
者
組
合
江
東
支
部

〇
12
月
17
日
（
土
）
14
時

◆
水
害
対
策
講
演
会
（
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

講
師

土
屋
信
行
氏

江
東
区
政
を
考
え
る
会


